





























































































































































































































































































































































・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
覚そのものの次元に焦点を当
てる。この論を展開するなかでマギーが依拠し


































































































































































・ ・ ・ ・ ・
っているのである。
　こうしたランガーの論に当てはめてみるなら
























































































































































































































































































⑼ L. Secchi, L’educazione estetica per l’integrazione, 
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